
阿智村事務事業評価シート
担当者 民生課 健康増進係

①事務事業の概要

事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

【定期接種（A類疾病）】

四種混合 211件 二種混合 57件 日本脳炎 157件
BCG 58件 ＭＲ 99件 不活化ポリオ 3件
小児用肺炎球菌 220件 ヒブ（Ｈｉｂ） 224件 水痘 119件
【定期接種（B類疾病）】

高齢者インフルエンザ 1556件 高齢者肺炎球菌 95件
【任意接種】
こどものインフルエンザ 668件 こどものＢ型肝炎 55件

項目 金額 項目 金額 項目 金額

個別接種委託料 15,362
個別接種補助金 26
事務賃金 38

医薬消耗品 25

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 13,234 17,242 15,451 17,455 17,455

うち一般財源 13,029 15,816 15,451 17,455 17,455

うち補助金 205 1,426

うち個人負担
正規職員 1 1 1 1 1

臨時職員
③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 a

a

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み H28.10～B型肝炎の定期接種が開始される。28年度末まで行う、村の任意接種補助との違いを分か
りやすく説明し、混乱がないよう進める。

社会全体の免疫水準を維持するため、一定の接種率を確保していくことが重要であり、極めてまれに
起こりうるワクチンでの健康被害も合わせ、予防接種についての正しい理解の継続的な普及が必要。

A

B類疾病及び任意接種は自己負担有

伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防ができた

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

法で村の役割とされている。

A

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

法で対象者が定められている。

２．だれもが健康で、心安らぐ村／福祉・健康・医療の充実／健康づくり
阿智村健康増進・食育計画（あち健康プラン21）

A

定期接種は統一単価で実施

乳幼児は健診等で接種を勧奨

判定理由

病気の発生・まん延予防に必須

妥当

伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防ができた

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

予防接種

総合計画での位置づけ

予防接種法

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 定期接種（A類疾病）
　ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ、麻しん、風しん、日本脳炎、結核、Hib感染症
　肺炎球菌感染症（小児）、ヒトパピローマウイルス感染症、水痘
定期接種（B類疾病）
　インフルエンザ（高齢者）、肺炎球菌（高齢者）
任意接種　インフルエンザ（15歳まで）、B型肝炎（未就学児）

根拠法

村民

実施目的 個人の発病、重症化防止及び集団の発病を予防する。

実績・効果

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


